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抄録
本調査報告は、認定介護福祉士の資格取得者の実践力を明らかにするために５名にインタビューし

た内容の報告である。受講生仲間とのコンフリクトを通し、一方で強く支え合いながらモチベーショ
ンの維持をし、資格取得後には、地域や、所属する組織の中で実践力を発揮していることが示唆され
た。
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Ⅰ．はじめに

認定介護福祉士は、2015年（平成27年）に
制度として誕生した。認定介護福祉士は、介護
福祉士の上位資格として『一般社団法人 認定
介護福祉士認証・認定機構』が2015年12月か
ら認証・認定を開始した民間資格である。介護
福祉士は国家資格であるが、上位資格である認
定介護福祉士は、ケアマネ同様の民間資格であ
る。一般社団法人 認定介護福祉士認証・認定
機構ホームページ（以下　認証・認定HPと表
記する）によると、現在58名（2021年6月登
録名簿）の認定介護福祉士が輩出されている。
日本介護福祉士会の目標は、「いずれ介護福祉
士の1割が認定介護福祉士となるようにしたい」
と方針を出している現段階では58名しか現存
しないため、認定介護福祉士を対象とした研究
は非常に少ない。

認定介護福祉士資格取得には、介護福祉士と
して5年以上働いた後、法令理解、組織運営、
リーダーシップ、チームマネジメント、医療領
域、リハビリ領域、福祉用具、住環境、認知
症、心理・社会的支援、生活支援、地域での実
践といった、600時間に及ぶ講習を受ける必要
がある。

そこで本研究は、認定介護福祉士を対象と
し、資格取得過程において、どのようなものに
影響され、具体的にどう変化したかの変容の実
際を明らかにすると共に資格取得者の実践力が
どう変化したのかを明らかにすることを目的と
している。

Ⅱ．認定介護福祉士に関する論考

認定介護福祉士に関する論考は2011年から
報告され 2）3）4）、制度開始前は、教育内容や、

一般社団法人 認定介護福祉士認証・認定機構
（以下、認定機構と表記する）の中核を担う太
田氏・本名氏らが教育の現状と課題を報告し5）

6）、制度創設以降も創設報告7）、必要性8）、制度
構築9）と萌芽期ならではの報告をしている。他
にも、モデル事業で認定介護福祉士資格をした
当事者が「学びの姿勢と取り組む姿勢の維持」
の難しさ 10）を指摘している。制度開始以降、
資格取得者も少なく、認定介護福祉士そのもの
を対象とした研究が存在しないことが、本研究
の意義と捉え、2020年度から着手している。

認定介護福祉士を対象とした研究は少ない
11）。介護福祉士のキャリアップに関する近年の
研究では、継続就労を醸成する要素として【介
護に対する意識の高さ】【対人援助職の基礎的
な理解】を報告するものや12）、キャリア形成過
程において【自己概念の揺れ動き】【福祉専門
職としての志向・自律性】13）などがある。両
論文の共通項は、介護実践現場における経験に
加え、価値観の醸成や、知識の再習得、福祉職
として立ち止まることの重要性を示している点
にある。

認定機構にも参画する諏訪氏は認定介護福祉
士への期待として、「①介護職チームの統括責
任者・マネージャー　②他職種との連携の中核
となる役割　③地域の介護力向上への働きかけ
などの役割への期待」を示している14）。またモ
デル事業で誕生した認定介護福祉士達は、「利
用者のQOLの向上を考える専門職としての役
割」15）「ケアの可視化はチーム行動には不可欠」
16）「介護福祉士のキャリアモデルとしての存在」
17）と「介護現場から飛び出した地域での活躍」
18）など認定介護福祉士に期待される役割や、
活躍する場所やあるべき姿を自らのことばで具
現的な報告を行っている。
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Ⅲ．研究方法

本調査報告は、2020年度からの継続研究で
ある。質的記述的研究デザインを用いた。研究
対象者は、スノーボール方式よって、調査協力
者を紹介によって広げ、いずれのインタビュー
調査も、同意を得て実施した。インタビュー内
容は、養成研修前・研修時・研修直後の振り
返りを中心とした。インタビューはICレコー
ダーを用いて録音を行った。データ分析は質的
研究法を用いた。分析は、佐藤 19）星野 20）を参
考に行った。具体的には文節をセグメントとし
たオ―プンコーディングを行い、事例コードマ
トリックスを行い、共通点や相違点の抽出を
試みた。倫理的配慮に関しては、聖隷クリスト
ファー大学倫理委員会で承認を受けた（倫理承
認番号21030）。

Ⅳ．結果

1）質問項目内容
属性に関しては、年代・性別・介護経験・基

礎資格・現在の職種・認定介護福祉士養成研修
時期などを尋ねた。またインタビューガイドを
用いて、認定介護福祉士研修受講動機や、講習
時期の意識、資格取得前後の変容などについて
半構造化によるインタビューを行った。

２）調査対象者
コロナ禍の影響を若干受けたが、リモートに

よる手法を積極的に取り入れたことで、12名
の協力を得ることができた。本調査報告ではそ
のうちの7名のインタビューを中心に報告を行
う。研究対象の属性は表１の通りである。

３）調査期間
倫理委員会承認後の2021年11月5日～ 12月

26日で行った。

表１　研究対象者の属性

年代・性別・基礎資格他・現在の職場や職種

Aさん・40代男性・介護福祉士 /認定介護福祉士　他
特別養護老人ホーム管理者

Bさん・50代女性・介護福祉士 /認定介護福祉士　他
法人人材開発部

Cさん・50代男性・介護福祉士 /認定介護福祉士　他
地域公益活動室室長

Dさん・40代女性・介護福祉士 /認定介護福祉士　他
認知症対応型共同生活介護他管理者

Eさん・40代男性・介護福祉士 /認定介護福祉士　他
法人人材開発室

Fさん（2020年度からの縦断研究対象者）
30代女性・介護福祉士 /認定介護福祉士　他
介護福祉士会県職能団体職員

Gさん（2020年度からの縦断研究対象者）
60代女性・介護福祉士 /認定養成研修受講中
小規模多機能型生活介護　他　介護事業所経営

４）インタビュー内容
本調査報告では、Aさん・Bさん・Cさん・

Dさん・Eさん5名のデータ分析を中心に分析
をし、考察部分で縦断研究対象者であるFさ
ん・Gさんのインタビュー内容を比較として用
いる。

（1）逐語録の作成
インタビュー内容は、研究対象者の同意を得

て、ICレコーダーで録音をし、逐語録の作成
を行った。Aさん・Bさん・Cさん・Dさん・
Eさん、それぞれのインタビューの逐語録の一
部が表２‒①②③④⑤である。

またAさん・Bさん・Cさん・Dさん・Eさ
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んそれぞれのインタビューの逐語録を、文脈性
を前提にし、データのセグメント化を行った。
のセグメントが表３‒①②③④⑤である。

表２①　Aさんの逐語録の一部

1つは根拠に基づいた中でマネジメントという話をし
ておかないといけない。力量によって差が出ることは
「サービス提供の質」を考えたとき、言葉は悪いですが
「当たり」のリーダーと「外れ」のリーダーはよくない。
利用者さんにすれば生活がかかっているわけですから、
当たり外れ、一か八かというサービスを提供するのは
よくないと思っています。

表２②　Bさんの逐語録の一部

当時は老健に勤めていたので、他職種連携というとこ
ろで介護職だけではなく他職種が思い描く視点という
か、視野が広がったといいますか。研修を通してマネ
ジメントの大事さや、一つ一つの、例えば認知症など
もより深く学べるような研修内容でした。当時、自分
は主任をしていたのです。チームの向上、チームを束
ねる力、多職種と現場をつなぐ力が足りないと思って
いました。

表２③　Cさんの逐語録の一部

ここの施設は、昔のこの一番地域で進んでいて、いろ
いろなところで、現役で頑張ってきた人たちを連れて
きて、和気あいあいとしながら、地域を指導できるよ
うな施設だったなと自分は感じていました。そのあた
りがちょっと・・・。教育という部分、職員を育てる
という部分でちょっと低いなったな、と思い、実際に
遅れ始めてきたように感じていた。

表２④　Dさんの逐語録の一部

職位そのものに変化はないが、研修をやりきったこと
で諦めない気持ちがでてきた。地域との関わりを積極
的に行い、介護職が施設からどんどん地域へ出て行こ
うという気持ちが強くなった。その中でも医療分野の
科目が現在の利用者の生活支援にも生かされていると
感じている。現在では、職員の取り組む分野も地域に
還元していく取り組みを行っている。

表２⑤　Eさんの逐語録の一部

認定介護福祉士は個人の資格ではないと思っています。
学んだことをチームに活かしていくことで、個人だけ
の資格から発展していける資格だと思っています。地
域性も文化も違うから、他の職場で学びを活かすとい
うよりは、自職場課題を解決し、援助力を高めること
や、組織に還元できることが重要かと思います。個人
の資格だと思うと、キャリアパスという側面が強くなっ
てしまいます。

表３①　Aさんのセグメントの一部

・1つは根拠に基づいた中でマネジメントという話をし
ておかないといけない。

・力量によって差が出ることは「サービス提供の質」を
考えたとき、「当たり」のリーダーと「外れ」のリーダー
はよくない。

・利用者さんにすれば生活がかかっているわけですか
ら、当たり外れ、一か八かというサービスを提供する
のはよくない。

表３②　Bさんのセグメントの一部

・老健に勤めていたので、他職種連携というところで介
護職だけではなく、視野が広がった。

・研修を通してマネジメントの大事さや、一つ一つの、
例えば認知症などもより深く学べた。

・チームの向上、チームを束ねる力、多職種と現場をつ
なぐ力が足りないと思っていました。

・利用者さんにいろいろなポジションの職員が関わると
いう特徴が老健にある

表３③　Cさんのセグメントの一部

・施設は、以前は地域一番進んでいた。
・現役で頑張ってきた人たちを連れてきて、和気あいあ
いとしながら地域を指導できる施設だった。

・今は、職員教育、育成という部分で遅れ始めてきたよ
うに感じていた。

・現場主義で、介護をずっと続けていたい。
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表３④　Dさんのセグメントの一部

・職位そのものに変化はないが、研修をやりきったこと
で諦めない気持ちがでた。

・地域との関わりを積極的に行い、介護職が施設から地
域へ出て行こうという気持ちが強くなった。

・研修の中でも医療分野の科目が現在の利用者の生活支
援にも生かされていると感じている。

・職員も地域に還元していく取り組みを行っている。

表３⑤　Eさんのセグメントの一部

・認定介護福祉士は個人の資格ではないと思っていま
す。

・学んだことをチームに活かせれば、個人だけの資格か
ら発展していける資格だと思っています。

・自職場課題を解決し、援助力を高めることや、組織に
還元できることが重要かと思います。

・個人資格は、キャリアパスという側面が強くなってし
まう

（2）オープンコーディング
セグメントしたデータを、オープンコーディ

ングを行った。Aさん・Bさん・Cさん・Dさん・
Eさんそれぞれのオープンコーディングの一部
が表４‒①②③④⑤である

表４①　Aさんのオープンコーディングの一部

・根拠に基づいたマネジメント
・力量によって差が出ることは「サービス提供の質」を
考えたときよくない。

・「人」で仕事をする組み方をするとチームが停滞する
・標準的なものをボトムアップしないといけない
・ボトムアップするときにフォロワーシップが薄いなと
思う

表４②　Bさんのオープンコーディングの一部

・介護職に広がった多職種連携の視野
・マネジメントの重要性
・認知症などの知識もより深く学べた。
・チームを束ね、多職種と現場をつなぐ力が足りない
・いろいろなポジションの職員が関わるという特徴

表４③　Cさんのオープンコーディングの一部

・地域の指導的立場であった。
・職員教育、育成においての遅れを感じていた。
・現場主義で、介護をずっと続けている意思。
・穴を埋めるための学び直しが必要
・自分自身の知識を深める目的

表４④　Dさんのオープンコーディングの一部

・研修をやりきったことで諦めない気持ちがでた。
・地域との関わりを積極的に行うことで、地域へ出て
行こうという気持ちが強くなった。

・医療分野の学びが利用者の生活支援にも生かせてい
る。

・職員も地域に還元していく取り組みを行っている。

表４⑤　Eさんのオープンコーディングの一部

・認定介護福祉士は個人だけの資格ではない
・自職場課題を解決し、援助力を高め、組織に還元でき
ることが重要

・個人資格は、キャリアパスという側面が強くなる
・研修内でコミュニケーションを交わした多くの記憶

（3）コーディング
オープンコーディングしたデータを、帰納的

な性格を持つことを意識し、コーディングを
行った。A さん・B さん・C さん・D さん・E
さんそれぞれのコーディングの一部が表５‒①
②③④⑤である。

表５①　Aさんのコーディングの一部

・根拠あるマネジメント　・停滞するチームの仕組み
・サービス提供に与えるリーダーの力量
・標準的なボトムアップ　・フォロワーシップの薄さ
・貢献力というベクトル　・意見具申する環境
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表５②　Bさんのコーディングの一部

・多職種連携への視野　・マネジメントの重要性　
・認知症などより詳しい知識　・施設の特徴
・チームを束ねつなぐ力の不足
・視点と役割分担の違い　・リーダーシップの強化

表５③　Cさんのコーディングの一部

・地域の指導的立場　・職員教育、育成の遅れ
・現場主義　・学び直しの必要性
・知識を深めるための参加目的　
・周りとの差への焦り　・役割を果たすことの意味

表５④　Dさんのコーディングの一部

・諦めない気持ちの芽生え　・地域還元する取り組み
・積極的な地域への関わり・介護福祉士の専門性向上　
・生活支援にも生かせる医療の学び
・チームマネジメントへの意識

表５⑤　Eさんのコーディングの一部

・個人資格を超える意味　・自職場課題の解決
・組織への還元　・キャリアパス以外の意義
・研修内での多くの議論・手段以上の伝える難しさ
・半歩前を歩く苦しさ　・牽引する熱量

（４）根本的な方針との比較
コーディングしたデータを、研究目的に照ら

し合わせ、また、インタビュー前に用意したイ
ンタビューガイドにも照らし合わせ、比較を行
い、整理を行ったものの一部が表６である。

全体では174個抽出することができた（巻末
資料１）。

表６　Aさん・Bさん・Cさん・Dさん・Eさんのコー
ディングを整理したものの一部

・根拠あるマネジメント　・リーダーの力量　・多職種
連携への視野　・マネジメントの重要性　・地域の指
導的立場　・職員教育、育成の遅れ　・諦めない気持
ちの芽生え　・地域還元する取り組み　・個人資格を
超える意味　・自職場課題の解決　

（５）焦点コーディング
比較を行い、整理を行ったコーディングした

データを、まとまりをつけ、柔軟にカテゴライ
ズし、焦点コーディングを行ったものの一部が
表７である。全体では、28個抽出することが
できた（巻末資料１）。この分析においては、
研究グループでの意見交換を行いながら、妥当
性を高めた。

本研究ノートは2020年度研究の継続研究で
あり、対象者も同じ認定介護福祉士であるこ
と、インタビューガイドも同一のものを用いた
ことから、焦点コーディングにおいては、2020
年研究のものを参考資料として用いた。

表７　Aさん・Bさん・Cさん・Dさん・Eさんのイ
ンタビュー内容の焦点コーディングの一部

介護労働の特性 ・先人がこだわった業務特性
・現場主義
・年数という重み
・業務評価の低さ

（６）概念的カテゴリー
焦点コーディングしたデータを用いて、更

に概念的カテゴリーを生成したものが表８で
ある。本研究ノートと、2020年度研究の継続
研究との違いは、概念カテゴリーとして新た
に【資格取得の喜び】【資格制度への提言】【学
びの成果】【認定介護福祉士資格者としの自負】
のカテゴリー生成ができた点である。

（７）事例コードマトリックス
概念的カテゴリーを基に、事例コードマト

リックスの作成を試みたものが巻末資料２であ
る。今回のインタビュー調査では、５名のみの
僅かなデータ収集のみに留まったため、図解化
は行わなかった。また2020年度研究の対象と
なった認定介護福祉士Fさん・Gさんのインタ
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ビュー結果も参考資料として提示する。

（８）まとめ
これ以降の表記について説明を行う。文章中

での【　】は本調査報告内で抽出された9個の
概念的カテゴリーを示し、『　』は28個の焦点
コーディング、≪　≫は整理した174個のコー
ディング内容を示している。

5名という限定的なデータではあるが、認定
介護福祉士受講には、【明確な受講動機】が必
要であり、長期に渡る研修の過程で、幾度の

【葛藤や躓き】を乗り越え、時には【資格取得
の喜び】を持ち、取得後以降には、【現場への
還元】をしながら、【介護業界への問題意識】
や認定介護福祉士の【資格制度への提言】も抱
いていることが明らかになった。【明確な受講
動機】【葛藤や躓き】【現場への還元】【介護業
界への問題意識】は2020年度研究でもカテゴ
リー生成できた。2021年度調査では、認定介
護福祉士の【資格制度への提言】や【学びの成
果】に加え、【認定介護福祉士としての自負】
をもって、それぞれの地域で活躍していること
が伺えた。

特に、600時間に渡る研修内で印象に残った
内容として、『圧倒的なマネジメント力』『チー
ムマネジメントへの意識』『根拠のあるマネジ
メント』や、『説得力を備えたパフォーマンス』

『人材育成の重大さ』など≪設定されている学
習目標のクリア≫をし、知識を深め、≪労働上
の能力≫として【学びの成果】を感じているこ
となどが浮き彫りなった。

表８　Aさん・Bさん・Cさん・Dさん・Eさんのイ
ンタビュー内容の概念的カテゴリー

明確な
受講動機

・内発的動機づけ　
・外発的動機付け
・受講促進要因

現場の危機意識
・介護現場の実態
・介護労働の特性
・リーダーシップの欠如

葛藤や躓き
・内なる葛藤
・閉塞感の中での歪み

資格取得の喜び
・資格取得過程の楽しさ
・仲間の存在

現場への還元
・現場への変換
・自職場問題への関与

介護業界への問
題提起

・業態のあり方
・地域への発信

資格制度への提
言

・養成カリキュラム
・資格制度への期待　　
・資格取得者の活躍の場

学びの成果

・進化した知識
・設定されている学習目標のクリア
・習得できたスキル
・労働上の能力
・介護の魅力の再発見

認定介護福祉士
としての自負

・先人としての重責
・資格取得後の実績
・心境変化
・自信が持てる部分
・地域への働きかけ
・自己課題や今後の目標

Ⅴ．考察

認定介護福祉士資格取得者のインタビューを
通して、資格取得において大きな要因となるの
は、内発的な動機が大前提であった。5名共に、
研修中には【葛藤や躓き】があったものの、

【資格取得の喜び】を抱きつつ、【学びの成果】
を【現場への還元】や≪地域への発信≫をする
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ことで、【認定介護福祉士としての自負】を認
識している。研修継続の困難性は、2020年度
研究同様に、勤務調整や課題ではなく、≪モチ
ベーションの維持≫であり、≪時間的拘束と経
済的負担感≫を抱きながらも≪受講生同士の支
え合い≫が大きく、何よりも受講生自身が資格
取得に対して≪学びの渇望≫が重要な要因に
なっていることも明らかになった。認定介護福
祉士としての資格の有用性や、新しい資格にお
けるアイデンティティを形成する過程において
も、受講生仲間という他者の存在が重要であっ
たと捉えた21）。

中でも受講生と切磋琢磨をするだけでなく、
現場と学びの乖離や、コンフリクトの繰り返し
の中で、苦しみ、揺らぎながら成長している過
程や、実践力そのものの捉え方が、資格取得過
程の中で≪介護労働の特性≫に甘んじることな
く、≪諦めない気持ちの芽生え≫や、≪人材育
成の重大さ≫を再認識している姿も見られた。

また認定介護福祉士達は、≪先人としての重
責≫を抱きつつ、≪自己課題や今後の目標≫を
持ち、発信をしていきたいと考えている姿も印
象的であったが、給与算定や、活躍する場も用
意されていないことに加え、養成研修が十分進
んでいないこともあり、資格そのものの認知度
が低い現状への問題意識や、≪軽視されがちな
介護業界での抗い≫を抱いていると捉えた。

資格取得後には、それぞれ≪地域の発信≫
や、≪自職場問題への関与≫で、実践力を発揮
している報告もあり、≪積極的な地域の役割≫
や、≪地域の指導的立場≫として、地域や組織
を変革しようとする姿を見ることができた。

本研究の成果は、資格制度の発展過程におけ
る認定介護福祉士の実態を示す資料の一部の提
示である。今後、認定介護福祉士養成制度が成
熟することが重要だと思われる。

Ⅵ．おわりに

インタビューの中では、研究対象者らは
“やってみないとわからない介護の面白さ” “誰
でもできるけど、誰でも続けられる仕事ではな
い”と、介護の有用性を語られた。また、“個
人資格ではなく地域や組織の財産”と自分自身
をも鼓舞する言葉が心に響いた。調査を通し
て、2020年度研究にも感じた現場に寄り添う
筆者らの研究意義を再認識することもできた。
認定介護福祉士の実践力をどのように評価する
ことが今後の研究課題である。量的にも質的に
も問題が噴出している介護業界をどう牽引して
いくのか、今後も、認定介護福祉士を対象とし
た研究を継続的にも取り組んでいく所存であ
る。

謝辞：コロナ禍の影響を受け予定より若干遅れ
たものの、感染症対策で多忙かつ年末年始の忙
しい中に、快く研究協力をしてくださった12
名の認定介護福祉士、また関係者の皆様に感謝
申し上げます。分析段階で、英気を分けてくだ
さった認定介護福祉士養成研修受講者の皆様に
も感謝申し上げます。

また本調査報告をまとめている段階で、鈴木
俊文先生に動向等に関し、貴重な助言を頂くこ
とができた点も大きな力となりました。改めて
感謝申し上げます。

本研究は聖隷クリストファー大学2021年度
共同研究費（代表者　野田由佳里）の助成の一
部を受けて実施された。
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巻末資料１　Aさん・Bさん・Cさん・Dさん・Eさんのコーディングを整理したもの（全体・１７４個）

明確な
受講動機

内発的動機づけ
・医療職へのコンプレックス・知識を深めるための参加目的・介護現場の底上げ・
停滞する焦り・介護の魅力の見せ方・キャリアップの機会・学び直しの必要性・学
びへの渇望・介護の中にある温かい交流　自分の風穴の存在

外発的動機付け
・同僚の理解・切磋琢磨できる存在・上司の後押し・同僚との軋軋轢・自職場課題・
地域の繋がりの構築

受講促進要因　
・職場の真の意味での理解・資格取得に対する付加価値・中長期的なキャリアビジョ
ン・仕組みや資格の認知度

現場の
危機意識

介護現場の実態
・職業意識の低さ・人材不足（量的確保）・ボトムアップできないもどかしさ
・停滞するチームの仕組み・職員教育、育成の遅れ・介護職全体の質の低下・多様
な人材の流入・多様な現場に置き去りにされるもの

介護労働の特性 ・先人がこだわった業務特性・現場主義・年数という重み・業務評価の低さ

リーダーシップの欠
如

・サービス提供に与えるリーダーの力量・スーパーマンになりたがるリーダー
・リーダーの役割変化・フォロワーシップの薄さ　

葛藤や躓き

内なる葛藤
・ゴールが見えない闇への恐怖感・手段以上の伝える難しさ・力不足への苛立ち・
難しいモチベーションの維持・劣等感から生まれるエネルギー・周りとの差への焦
り・時間的拘束と経済的負担感・時間的な余裕に影響を受ける心境　　　

閉塞感の中での歪み
・コンフリクト効果・チーム内でのコンフリクト・楽な方に流れるメンバーへの怒り・
現場と乖離する学びへの不満・エリート集団の中での揺らぎ・感情のコンフリクト

資格取得
の喜び

資格取得過程の楽し
さ

・勉強している楽しさ・無我夢中になった取り組み・主体的な学び　・熱意をもっ
て考える講師陣・本質へのこだわり・到達する喜び・諦めない気持ちの芽生え・求
める力・律する心・努力した過程

仲間の存在 ・受講生仲間との支え合い・役割を果たすことの意味・研修内での多くの議論　　

現場への還元
現場への変換

・組織への還元・現場への落とし込み・意図的計画的な人材育成・標準的なボトムアッ
プ・セルフチェックできる介護職・仕事のタスクの方向性・適切なサービス評価・
緩やかなチームの変化・明確な人事考課・組織全体で作る体制

自職場問題への関与 ・自職場へのフィードバック・自職場課題の解決・自職場の分析・記録の開示　　

介護業界への
問題提起

業態のあり方
・感情労働という介護の本質・介護サービスの質・目的目標のずれ・拡大ばかりす
る施設機能・介護における専門性の低さ・変化する介護ニーズ・質の担保　　　

地域への発信
・防災・災害対策の拠点作り・地域への事業所の強み発信・地域に根差した介護の形・
新たな連携方法の模索・地域還元する取り組み・チーム、地域への発想転換　

資格制度への
提言

養成
カリキュラム

・徹底したリーダー論・資格制度の意義・目的・制度設計の中での限定的な動き・
豊かな人間関係・試行錯誤されていた研修内容・更新研修の充実への布石

資格制度への
期待

・介護業界の方向・資格取得者のつながり・給与額としての査定・処遇改善加算へ
の算定・個別ケア加算への関与・介護福祉士の専門性の向上・個人資格を超える意味・
人が育つ風土作り・実践現場での活用

資格者取得者の活躍
の場

・介護の言語化・職能団体への貢献・後進の育成の仕組み・軽視されがちな介護業
界での抗い
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巻末資料２　インタビュー内容をまとめた事例コードマトリックス

明確な受
講動機

現場に対
する危機
意識

葛藤や躓
き

資格取得
の喜び

現場への
還元

介護現場
への問題
提起

資格制度
への提言

学びの成
果

認定介護福
祉士として
の自負

Aさん ● ● ● ● ● ● ● ●

Bさん ● ● ● ● ● ● ● ●

Cさん ● ● ● ● ● ● ● ●

Dさん ● ● ● ● ● ● ● ●

Eさん ● ● ● ● ● ● ● ●

Fさん ● ● ● ● ● ● ● ●

Gさん ● ● ● ● ● ●

学びの成果

進化した知識
・適切な認知症対応・他職種に渡り合える医療知識・生活支援にも生かせる医療の
学び・ファシテーション力・生活動作の解析方法　　　

設定されている学習
目標クリア

・圧倒的なマネジメント力・チームマネジメントへの意識・カウンセリングマインド・
根拠のあるマネジメント・説得力を備えたパフォーマンス・人材育成の重大さ

習得できた
スキル

・チームを束ねる意識・決断力・聞く力・折衝力・プロセスを伝える言葉・咀嚼力・
貢献力というベクトル　

労働上の能力
・会議の場の声の拾い方・分析に必要なフォルダ分け・刺激を与えるスーパービジョ
ン・プロセス重視の考え方・待つ姿勢・座標軸や尺度を備えた思考・現場に取り組
む姿勢・多角的なものの見方・発展的な思考力・真意を捉える視点

介護の魅力の
再発見

・利用者の代弁機能・第三者が関わる難しさ・生活者としての利用者像

認定介護福祉
士
としての自負

先人としての重責　
・厚い壁の打破・後進の育成で果たす役割・方向性の明示　・人としての魅力
・キャリアモデルとのギャップ・半歩前を歩く苦しさ・誰のための働きかという疑
問

資格取得者後の実績
　

・介護の言語化（共通言語）・比較対象がいない不安・チームに対する積極的な介入

心境変化　
・下積み、下支えという考え方・モチベーションの維持・謙虚な自己分析・キャリ
アパス以外の意義・意見具申する環境・自信を持つ有用性・コロナ禍でのケアの見
直し・OJTの見直し

自信が持てる
部分　

・発信者としての役割期待・現実に対する思い・ロールモデルとしてのプライド・
やり抜いた自信・牽引する熱量

地域への
働きかけ　

・積極的な地域への関わり・地域の指導的立場・地域を変革する起爆剤　

自己課題や
今後の目標　

・多様な学習形態の提案・ジャパンモデル構築の夢・将来に向けた線・刺さる言葉
の選択・学びを形にという切望・わかりやすいフィードバック・学会などの研究報告・
成功体験への仕掛け・気づきの促し


